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A. 研究目的 
日本人HIV感染者および血友病患者の癌発生率、死
亡率の実態、そのリスク因子は不明である。HIV感
染者における癌種の特徴やがん発生疫学、および長
期予後との関連を明らかにし、スクリーニング体制
の確立の基盤となるデータを提供することを目的
とする。 
 
B. 研究方法 
癌発生および死亡をアウトカムとした長期コホー
ト研究を行い、癌の累積発生率、死亡のるい席発症
率をKaplan-Meier methodを用いて算出した。リ
スク因子を同定するため、発癌物質（喫煙、アルコ
ール）、肝炎ウイルス、sexual behavior、免疫状
態（nadir CD4）、抗ウイルス薬使用、並存疾患な
どとの関与をhazard ratio（HR）で算出した。 
倫理面への配慮 
本研究は、非侵襲性の観察研究である。データ収集
および統計解析は倫理委員会の承認を得てから行
っている。 
 
C. 研究結果 
観察期間中央値9年の間に、Non-AIDS defining c
ancer (NADC)は61例（6.1%）に認めた。累積NADC
発生率は5年で3.7%、10年で6.4%、15年で8.8%と見
積もられた。 
一般人口と比較した標準化癌罹患率を算出すると、
HIV感染者でより有意に発症率が高い癌は、胃癌、
大腸癌、肝臓癌、肺癌と判明した。 
NADCのリスク因子は、多変量解析で、年齢上昇、
喫煙者、血液製剤感染、薬物使用、HBV 感染と分
かった。CD4やHIVウイルス量、並存疾患は有意な
癌リスク因子とはならなかった。 
発見時の癌のstageは、約半数（49.2%）の患者でst
age III or IVの進行癌であった。癌診断時の年齢
中央値は57歳と若年であり、51%が40歳台であった。
癌診断時にすべての患者（100%）で抗HIV薬がすで
に投与されていた。 
一方、観察期間中央値9.1年のうち、死亡は76例（7.
6％）に認めた。累積死亡率は5年で5.1%、10年で7.
6%、15年で11.3％と見積もられた。NADCの存在は、
その後の死亡リスクを有意に上昇させた（Hazard
 ratio 3.4 [95%CI, 2.0-6.0], p<0.001）。 
 
D. 考察 

欧米やアジアのデータでも大腸癌、肝臓癌、肺癌は、
HIV感染者がリスクであることが報告されている
が、胃癌のデータはこれまでになく、日本の特徴で
あるといえる。上記4つの癌は、日本の癌罹患率、
死亡率の上位データと一致していることから、HI
V感染者においても非感染者同様な癌スクリーニ
ング検査を行う必要性があると考えられる。日本で
は、CT、内視鏡、超音波、腫瘍マーカーなどの癌
早期発見のための検査が比較的安価で容易に病院
で検査可能なため、これらを組み合わせた定期的な
スクリーニングプログラムが重要と考えられる。多
変量解析の結果から、喫煙者、血液製剤感染者、薬
物使用者、HBV感染者は重点的な癌スクリーニン
グのよい適応となり得る。年齢は40歳が一つの目安
になると考えられた。 
 
E. 結論 
日本人 HIV 感染者の長期癌発症リスクおよび死亡

リスクを明らかにした。HIV 感染者の癌関連死予

防を目指すプログラムの構築が必要であり、内視鏡

検査、CT 検査を中心としたスクリーニングの体制

確立が重要と考えられる。これらの検査体制が妥当

であるかを前向きに検証中であり、知見を創出する。 
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感染率が高く、重点的スクリーニングの重要性が再認識された。 
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